
ヒョウ柄の羽衣の天女： 最後は近年コモアでよく

見かけるツマグロヒョウモンです。この蝶はタテハ

チョウの仲間で、モンシロチョウより大きく、アゲ

ハよりは小型、それほど高くは上がらずにフワフワ

と飛んでいます。雄は翅全体がオレンジ色でヒョウ

柄の模様が入るのに対して、雌では前翅先端に白と

黒の大きな柄が入っているのが特徴です。昆虫や動

物の世界では雄の方が派手な色彩が多いのですが、

この種では雌の方が見応えあり！ですね。

コモアなどの住宅地でこの蝶をよく見かけるのは

幼虫の食草がスミレ類で、団地内にパンジーやビオ

ラなどのスミレ科の草本類が多く植えられているか

らかも知れません。さらに年4回ほど産卵期がある

ため、爆発的に増えているのだと考えられます。た

だし我が家の庭での観察では、葉の尖った所謂普通

のスミレ（フツウスミレ）の方が葉の丸いタチツボ

スミレよりも食害が少ない傾向です。

他にも今年の夏は特定外来種の「アカボシゴマダ

ラ」が飛翔しているのを何度か目撃しました。

強い日差しの中では虫や花を探す余裕がなかなか

出てきませんが、コモアの生物多様性がどんな状況

なのかを住民が知っておくことは、環境保全や環境

再生、延いてはコモアの魅力アップへの手がかりに

なるのかな？と筆者は思っているのです。

今年は滅茶苦茶暑かったですね。公正屋さんまで

ガリガリ君を買いに行くのに、歩きでは溶けてしま

うという理由で自動車で出かけた筆者です。それで

も偶の出勤日や緑道の掃除など、熱波の中を歩かな

ければならない日もあります。そんな時にフッと一

服の清涼剤となってくれるのが、大好きな昆虫たち

の姿です。コモアの生物相は多様とは言えませんが、

それでも時には綺麗で珍しい虫を目にすることもあ

ります。そんな出会いのいくつかをご紹介します。

花の上の宝石： 最初は我が家のオルレアの花に来

たコアオハナムグリです。GW過ぎからヒメジョオ

ンなどに集まりますが、

ポップなセロハン紙： 次はウスバカゲロウの成虫

です。写真は四方津駅2番線ホームでの撮影ですが、

団地内でもときどき見かけました。まるでキャン

ディの包み紙のようなポップな翅が特徴的なお洒落

ですが、顔つきは少しグロが入っています。そして

幼虫はさらにグロい奴で、なんと！軒下の砂地に暮

らすアリジゴクなんです。ところでこんな綺麗な虫

ですから、名前を漢字記載する際にはきちんと変換

し
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まるでエメラルドの

ような艶のある緑色

が綺麗な小さな甲虫

です。小学生の頃か

ら昆虫図鑑のお気に

入りでしたが、東京

ではなかなか見つか

らなくて憧れの妖精

でした。

ツマグロヒョウモン雄（左上）雌（右）幼虫（左下）

ウスバカゲロウ（成虫）

てあげてくだ

さいね。この虫

の漢字の本名は

「薄羽蜻蛉」な

んです。漢字へ

の変換ミスして

「薄馬鹿下郎」

では可哀想すぎ

ますよ！

コアオハナムグリ
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